























nコの事業体（DMU）に関する mコの入力データ Xε RmXnとsコ
の出力データ YER'Xnをもとに事業体 D!vIU。（o=l,. ,n）の効率性
を測定する CCR(Cham田， Cooperand Rhodes）モデル（［3］）は次のよう
に定式化される。
nun B 
st B包。－X入－ Bx 。
Y入－ Sy Yo 





ここに、入 εRぺBxεRm,SyεR', eεRは変数である。 CCRは最初










:r: = 9準加。－s: (2) 
ν；＝ y。＋.s; 
このモデルでは次の生産可能集合を仮定している。
p = {(:r:, y)j:r:とX入， ν三Y入1 入と O} (3) 
効率的フロンティアは断片的に平面であり、原点を通る。効率的フロン




maエ η (4) 
st. X入＋ s, :Z:o 
ηY0-Y入十九 。





e入＝ 1. (5) 
このことにより、生産可能集会は次のように、現存する DMUの凸包と
それより大きい入力と小さい出力をもっ点から構成される。









max esx ＋巴Sy (7) 
st. X入＋Bx 出。
Y入－ Sy Yo 
e入＝ 1 
入 ＞ o, Bx ＞ o, Sy 〉 。
このモデルの生産可能集合と効率的フロンティアは BCCモデルのそれ
と同一である。この LPの目的関数は当該の DMU（出。，Yo）から効率的
フロンティアへの最大 1ー ノルムの点をもとめる。最適解においてs.:= 
0, s; = 0かっそのときのみ効率的である。加法モデルによる効率化は
x: = a.:。－s；， ν；＝官。＋s；である。
1.4 乗法モデル
Cobb Douglas型の生産関数
co CJ y = e x1 ・目x;:,"or 
logy= c。＋ C1 log X1 + +Cm log Xm 
に対する DEAモデルとして、原データの対数を取って
X = (logxり）εR"'x"and 


































CCRモデルにおいて、データ X,Yを正の対角行子rjp E Rmxm,Qε 
R'X＇をもとに、 PX,QYという単位の変換をしても（1）式の最適解は不
変である。ただし、第2段階の LPでma.xesx+ esyの代わりに、
max 2ご＿！＿：！＿＿+ t 2-
凶 JxM;J 同 IYMi
(8) 
ただし、
Jx1V!il = mは｛｜町I:j = 1，・川口｝ ( i= 1, ・，m)
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いる。 〜 ? ??? ??????
?
? (9) 














の CRSは一定（const.ant returns to sea.le）であることを、 VRSは可変








モデル CCR CCRO BCC BCCO 加法
データ x Senn- One Semi- Free Free 
positive positive positive 
y One Semi- Free Semi- Free 
positive positive positive 
平行移動 x No No No Yes Yes 
y No No Yes No Yes 
単位の変更 Yes Yes Yes Yes No 
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-ylj (j = 1，・，n）とし、対応する制約式を
乞（－Yi；）入j- Sy! = -Yio 
とする。これより、


























max w,s, + WySy ）??????（
仮に、 Wy= 0とすれば、入力指向型加法モテソレ（第1目的関数は maエw,s.＂.、
第2目的関数は maxesy）となり、ある意味で BCCモデルに対応する。











ド（i －~苛） (i－~） ）?????（
ただし、
包 = {(:r;) :r; = min(xり : j = 1，・，n),i = 1, .,m}, ・j = ｛（ふ）． 
Y; = max(yり：j= 1,. , n), i = 1，・，s｝である。なお、 e(w。－:i;)= 0, 
e（官－y。） = 0のときは、対応する分数項はゼロとする。 DJ'v!U0が効率
的のときのみ B=lとなり、 o:;e:;1であり、この尺度も translation
invariantである。また（9）のような工夫を取り入れれば u凶 invarianct.
にもなる。
( 2 ) Pastor (5））は次の尺度を提案している。
B*=l-[L~で＋L~ ） /(rn+s) (12) 、a->O "" > ~） ~＞OJ 
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